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巨人伝承
－ 世界神話に見る暴力の起源
－
篠田 　知和基
　自然の猛威に人間は巨大な神々の荒れ狂う様を想像した。原
初の「神々」は暴力そのものだった。暴風や火山や怒涛に人は神そのものを見た。自然神話である。この神々は自然の猛威以外のものはあらわさず、人間的感情などももたなかった
(
1)。
　自然神話のあとに人文神話が来て、自然にも人間的感情と行
動が付与され、その自然の力を人間が制御するさまが、巨人との戦いで描かれる。巨大で獰猛な 「自然の神々」 が 「巨人」 「人文神」に別れた である。ゼウスとオリュンポスの神々が巨人と戦ったのが
｢ ギガントマキア
｣
として彫刻などに描かれる
(
2)。
北欧でも巨人族と神々 戦いが最後のラグナレク 主題であるしかし神々すべてを人間よりおおきな巨大な体躯で想像する傾向も依然としてあり、巨人 ちとゼウスもギガントマキアのフリーズなどでは体格に相違はみられな 。北欧でも巨人族の娘ゲルダは豊穣の神フレイに請わ て神々の園アスガルドに嫁入りするが、この夫婦に 違い あったと う話はない。つまりフレイも巨人の娘 ならんで遜色のない巨人だったことになる。一方、ギリシャ 々、なかでもゼウスは人間 女を次々に誘惑し子をはらませる。 アングル 描 た 「ゼウスとセメレー」
では、たしかにゼウスのほうがセメレーの倍くらいの寸法で描かれているが、たとえばデーメーテールははしために変装してさる王の宮廷に乳母役で雇われる。もしその身体が人間の倍の大きさだったら最初から疑われて相手にされないだろう。その神々と「巨人」たちは対等 戦うのである。体の大きさによって特化されるのでなかったら、 「巨人」とはなんだった だろうか。
　そもそも
｢ ギガントマキア
｣
は「ギガンテス」との戦いで、
ギガンテス
(
単数はギガース
)
というのがジャイアント、すな
わち「巨人」だが、これは大地 女神ガイアの子どもたち 、下半身蛇体の怪物である
(
3)。彫刻では上半身の寸法はゼウス
たちとかわりがない。ゼウスはこのギガンテス ちと戦う前に、彼を生んだ父親のクロノスらと戦い、 らにチューポン い怪物とも戦った
(
4)。これが第一世代の神々で、大地女神のガ
イアもその一人である。これをティータン
(
タイタン
)
族と呼
ぶ
(
5)。日本語に訳せばこれも「巨人族」だが、
｢ ギガンテス
｣
ではない。そしてティータンといっても、かならずしもゼウスらと寸法がことなってはいないようで、というのはゼウスをはじめとするオリュンポス神族の第一世代はクロノスとレアか生まれているのである。クロノスの世代とゼウ の世代で体格に違いがでるはずがないのである
(
6)。そのあと、ゼウスがエ
ウロペやダナエ、あるいはレダ いった人間の女とまじわってミノスやヘレネーを生むと、ふつう 人間 寸法にな 、世代をくだり、人間の血がはいるにつれて、ち さくなってくる
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のだと考えられないこともないが、天と地は別にして、最初の世代の神々がだから巨大であったともいえないのである
(
7)。
　なるほどウラノスは星をちりばめた天空そのものであるとい
い、これは天と地をおしわけた中国の盤古とおなじく、宇宙的な寸法の「巨人」であると言ってもいいし、その孫にあたるアトラスは天空をささえているから、それ 同じ規模のやはり宇宙的巨人である。しかしこれは天空や山の擬人化である。
　ただし、このアトラスも、天空の柱そのものではなく、その
柱の番人、あるいはそれをつかさど 「神」とされることもり
(
8)、つまり、天地海、あるいは日・月などがそれぞれ神で、
天の神は天空そのもの ばあいもある 、これは ぞれの文化における「神」観念によってことなる。た えば太陽神というアポロンは天体としての太陽そのも はなく、その太陽の運行をつかさど ものだし、さらに太陽そのものに近いものではヘリオスがいて、しかし彼も太陽 のものではなく 太陽の馬車をあやつる御者である。アニミスムでは太陽が即、神でなければならない。ギリシャ神話はアニミスム神話では いので、海 神のオーケアノスもティータン神族だが、海そのではない。海の神 しては セイドン いるが こちらはあきらかに海底の宮殿に妃のアムピトリュットや 海 ニンフたちにかしずかれて君臨する海の王であ 、海を支配する人体の神で、海そのものではない。
　すなわち日本で筑波山の神と富士の山の神があらそったとい
うときは、山そのも を神とみなしているとも思われるが、日光山と赤城山が、というときはそ ぞれ 山を かさどる日光
明神と赤城明神が戦うので、山は微動だにしない。さらには三輪山は神のおりたつイワクラであるとされるとともに、大三輪神社の神体であるともいい、蛇体の大物主が住むとも う。はたして山は神そ ものなのか、それとも神がおりたつ場所なのか、 あるい の住まい それは「神」観念の違 で異なってくる。
　オーケアノスの娘の一人が地獄の川ステュクスで、彼女は人
体ではまずあらわされず、 々の争いにも饗宴にもくわわらない。まさに川そのもので、そのば いは寸法としては川の全長に相当するとすれば数十キロにおよぶだろうが、これを「巨人（ティータン） 」とよぶのかどうか微妙である。一般にはガイアがゼウスたちに復讐 るために生み出した悪の怪物を「巨人（ギガンテス） 」と呼び、そ にたいして秩序をまも 側では断固たる戦いをするのだが、その前のウラノス族については直系の一二格以外はとりたててティータンとは呼んでいない。それに自然神ではなく記憶をつかさどるムネモシュネーなどもウラノスの子だが、彼女 ムーサの母親となるように、あきらかに暴力的な と 一線 画して る。原初の神がすべ 自然であったわけでもなかったし、原初から人格神の性格をもっていたものもいたのであ 。
　たとえば、最初に天と地がうまれ、これは天地そのもので、
人体の神ではなかっ とするなら、その天 男根をきりとって去勢したと うのがどういうこ に るのかわからなくなる。ウラノスは男根をそ え 人体の神だったのであ
(
９)。自然
神話ではた かに混沌から天地と海と日月がうまれ、やがて動
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物と人間があらわれたとする。そのばあいは天地にも日月にも神格はみとめられない。しかしその天地や海山にそれぞれ神格をみとめ、それぞれが交わって子どもとして川や湖を生んだとするなら、天地海山がそのまま「神」になるが、神話として神々に行動 させる きはそ では不自由なので、自然そのものと、それぞれに対応す 神格を切り離し、海の神が海にやどり、山の神が山にやどるものの、 きに やどっている場所をはなれてあるきまわ こともできると考える。さらにそ 分離が進行すれば は神々の宮殿にいて 所轄の天地海山の領域を遠隔操作することになる。遙任国司のようなもの ある。さらにはスサノオが海原を統べるようにいわれたの いやがって根 国に行ったように、任地を選択したり、変更したりす ことも原則としてできることにな 。神と自然 が分離するのである。ギリシャではポセイドン ハデス ゼウス それぞ 海と地獄と地上とをくじ 分け合ったのであ しかしそ ときもポセイドンにあたった海には ーケアノスやテティ あるいの老人プロテウスがいたのであ 。そのテティスやプロテウスもティータ 族ではあるのだが、かならずしも巨人ではなく、海そのものの大きさでも無論ない。まし やポセイドン ゼウスらとともにオリュンポ の宴に加わるので り、 体格はオリュンポス神族 ふつうの寸法 。
　人文神は、 自然そのものではなく、 自然を制御、 統括する神で、
体躯としてはとくに自然 寸法をもって る必要は い。
　ただかつては動物も、人間、あるい 神も巨大であったとい
う観念があり、たとえば、アニメの『もののけ姫』でもむかし
動物たちは巨大な体躯をしていたといわれる。
　北欧の終末神話ラグナレクはヘクラ火山の大爆発に触発され
た想像であるとされる
(
10)。そこでも神々は「巨人」と戦うの
だが、その中で世界を炎でやきつくすスルト巨人こそ、火をふくヘクラ火山 いう。であれば正真正銘の 「巨人」 である。しかしほかの「巨人神」はど も人間と同じ寸法のようだ。ここでも「巨人」であるということ 、神でも人間でもなく、自然の側にいる破壊力をもったものということのようである。自然の暴力そのものを 「巨人」 と言っている も解される であるそもそもが北欧 世界のはじめには「霜の巨人」がいて、そこから万物が生まれたとされる。こ 系列がその後 自然の力あらわしており、そ てそ 「自然」はけっして恵みを与えくれるものではなく、厳しい自然その のなのである
その延長で、自然の山野を擬人化した大男伝承はどちらかと
いうと、民間伝承にあらわれる。日本のダイダラボッチであり(
11)、フランスのガルガンチュアである。大人伝承である。巨
大な足跡などが、その巨人 のだとさ りする。この
｢ 巨
人
｣
は本当におおきなものとして想像されたようで、ノートル
ダム寺院の上に腰掛けたりしている。 つまり身長が
四〜五〇メー
トルありそうな大男である。伝承ではもっととてつもない寸法も語られる
(
12)。
　巨人は男ばかりではなく、 たとえばフランスではガルガンチュ
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アとならぶ国民的ヒロインである蛇女神メリュジーヌも巨人であったという伝承があり、ヴーヴァンなどの城を一夜で築いたという伝説を説明して、山から巨大な岩を前掛けに入れて空を飛んできたなどという。それが途中でおちたのが、どこそこの岩山だなどというので、メリュジーヌのほうは、その大岩をエプロンにいれられるほどの大女だということにな 。またそこの湖や滝は彼女が放尿をしたあとだなどともいうのはガルガンチュア伝説と同じである。そのほかにメリュジーヌによってノーザンバーランドの山に じこめられた彼女の父親を巨人が番をしていて、その巨人を打ち倒さなければ父親を解放 きないともいう。彼女の息子のジョフロアがその巨人を打ち倒すのだが、そのばあ は ほぼ対等な果し合い ているので巨人といって ちょっとした大男 いうくら か あるいはリュジーヌの一族がみな巨大であったかだ。 ジャン・ダラスの 『いとも高貴なるリュジニャン家 メリュジーヌの物語』 （一三九四）では、 いわゆ 「神話的誇大」 あらわれ くまで「歴史」と称しているからであろう。したがっ メリュ ーヌもその子ジョフロアもふつうの寸法になっ るが、本来 民間 承では、メリュジーヌの一党はガルガンチュアの一族とおな 巨人なのであり、その民間伝承をもと したジャ ・ダ ス テクスト もところどころ、 伝承 尾ひれが顔をだすのである。
　しかし昔話一般で「ちいさこ」がよく出てくるほど大男は出
てこない 出てきても名前だけであ 。祭り どだと大男、大女のはりぼてを担ぎ出すが、これ 儀礼的誇張で、並み 人間
のはずのシャルルマーニュなどを人形にしてもやはり巨大にするのである。南フランスなどではドラゴンの張りぼてがおおいが、ベルギーなどでは祭りごとに地域伝説の大男、大女の張りぼてがかつぎだされ、最後は広場で燃やされる
(
13)。
　昔話ではどんな巨人でも怪獣でも可能だと思われるが、たと
えばブルターニュ 「巨人カラバ ダン」
(
14)という物語では、
森で鹿になっていた王女に出会い、結婚の約束をする。鹿王女の城で結婚指輪を鹿の足に当てたとたんに魔法がとけて、王女もほかの鹿たちもみな人間にもど 巨人カラバルダンの魔法から解放されたのだ。しかし、王女はまだ三日三晩、巨人のために髪をすいて、金貨を落とさなければ らなかった。巨人というのは魔法使いだった。最後に巨人を退治したとき、王女は、「巨人の本に魔法や妖術のことがみんな書いてある」という。この魔法使いが王と王女とその他の人々を魔法で鹿 して 。その魔法は愛の力でうちやぶっ 。これは『美女と野獣』 どでもなじみのプロセスだ。 「おそろしい接吻」をすると魔法がとけて、大蛇がうつくしい王女になったりする その変身呪法のほかに、王女は巨人に借りがあっ 。これはそもそのはじめになにがあったかわからない らなんと いえないが、魔法使いと王女の間 葛藤 それほど簡単では かったということになる。王女は変身 を解除されても、ま 巨人のものなのだ。それを脱するには金貨を大皿に
三杯提供しなければな
らない。幸い、王女は金 髪をしていて、そ をすくたびに金貨がおちるのである。それを三晩かか てあつめて差し出せば自由が買い戻せる。それを 子が覗いてしまったため 、すべ
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てもとの木阿弥になってしまう。王女は永遠に巨人のものとなる。王子はそこで巨人の城へ行って、巨人に戦いをいどむ。旅の途中で、ひとりでに敵を成敗する刀といった魔法の宝物を手にいれていたから、相手が巨人でもなんでもないが、巨人の城へついたときは 巨人もその家来たちも、別に 大な体躯であったよう は描かれない。 れより、彼をそこ つれていってくれた「風」がふつうは巨人か、人食い鬼と て描かれる
(
15)。
すくなくとも一足で一〇〇〇里を飛ぶ である。 かし 物語はここでもこの「風」が巨人だ 言ってい い。カラバルダンだけが「巨人」といわれるが、体格につい の言及はない。むしろ「悪魔」など 同義語 して「 」といわれているようである。
　昔話では人食い鬼がどちらかというと大男である。 「大男総身
に知恵がまわりかね」という な意味での大男で、悪げはないが血のめぐりが少々 いのである。そのな の一人がペローの「長靴猫」に てくる。最後に 食い鬼の城へ行って、鬼と猫が変身くらべをするのである。もちろん、猫 鬼に鼠になれるかいといって、なれるともといって鼠になった鬼を食べ しまうのである。この猫の主人 「カラバス侯爵 う。猫が考え出した名前だが、 「巨人カラバルダン と似た名前 ある。
　ギリシャ神話では天地がうまれたあと、その天地から海、空、
(
時間
)
などがうまれ、さらにその次の世代として日月、天の柱、
(
思考
)
などが生まれた。自然神であり、あるいは抽象的な観念
である。そのなかにゼウスが たのだが その兄弟たちはみな
父親に飲み込まれて、のちに吐き出されるという「二度の誕生」をしている。そのプロセスによるのかどうか、オリュンポス世代とよぶその世代から体格的にも性格的にも人間にちかづいた人文神がはじま とされる。彼らが父親 世代のティータン族に対して戦いをいどんで、覇権を確立し、世界の支配体制をためる。 海についても自然神とし 生まれたオーケアノスやテーテュス、あるいはネーレウスなどがいるのとは別にポセイドンがいわば行政官として任命される。このティータン ちとの戦い、ティタノマキアは父親との対決 み れ 。メソポタミア以来の天空神の交代と大林太良
(
16)はみるが、 「天空神」とい
うより「最高神」あるいは「覇権」 交代 呼ぶほうがふさわしい。天空としてのウラノスはつねにかわらずに天空にいるからである。ゼウスはクロ スによってタルタロ に幽閉されていたポリュペモス ヘカトンケイルたちを解放して、仲間にれてクロノス族を制圧し、かれらをタルタロスへ放り込む ただしクロノスだけは地上へのが る （ 地上へ流される）ここは物語がはっきりして ない。
　そのあともしかしチューポン
(
17)とギガンテスの反乱があり、
この後者につい はプロメテウスとヘラ レスの加勢をえ 制圧する。これがギガントマキアである。ゼウスは自然の力をあらわす巨人たちを人間との協力と知略により制圧し、オリュンポスの支配体制を官僚制度的にかためた しか 自然神でる巨人族が一掃されたわけではなく、クロノ を駆逐するときにタルタロスから救ったポリュペモスとヘカトンケイルが仲間にはいっている。北欧で巨人のひとりであるロキが神々 なか
19
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に混じっているようなものだ。また、ロキはのちに地底の岩にしばられるが、おなじようにコーカサスの岩にしばられたプロメテウスもいる。北欧ではロキや地底の巨人たちがた あがってオーディンの覇権をくつがえすのである。ギリシャでも不死の神々はいったんはゼウスに制圧されて岩にしばられ、あるいはタルタロスに幽閉されていても、いつか縛めをとかれてゼウスに立ち向かってくるかもしれない。オーケアノスやネーレウスたちがはたしてポセイドンの威令にしたが どうかですら微妙なのである
(
18)。ポセイドンが彼の海神宮にネーレウスた
ち海の属神を集めて諸国の情勢 つ 報告をうけ、中央の意思やおきてを地方にゆきわたらせ ように命 だしているという場面はいかなる神話にも描かれていな 。ポセイドンは人間たちが祭りをすることをもとめ、それにそむけば海の怪物をおくって懲らしめる。しかし、満潮、干潮、津波や、ある は魚類など海の住人たちを支配しているようにはみえず、海上船をくつがえすという たらきも まりみられない。
　日本では竜宮に竜王がいて、海上をとおる船をひきこんだり、
海坊主や竜女を海面へおくって貢物 要求したりするが 海全体を支配している様子はなく、海の一角にいる海賊のよう ものでしかない。ポセイドンもそれに近 ともみられ 。中央から派遣された行政官だから、地方 反乱 おこせば、あわ中央へ逃げ帰ってくる。ゼウスの支配体制 そのようなもので役人は派遣し、それぞれの任務につかせた 、天地日月風雨、あるいは動植物の本性につい は彼の力の よぶところではない。天地日月が神である時代から、それら自然 事物を制御、
統率するシステムをつくって太陽を担当する大臣のようにしてアポロンを、月を支配する神としてアルテミスを任命し、人文神の官僚体制をつくったときに、自然そのものの擬人化としての自然神大系は終焉し、自然の事物の機能を統率する神々を指名するシステムにかわったが、これは自然の完全な制御にはほどとおく、太陽の馬車が軌道 外れたときには、 ポロンにも手のくだしようがなく、ゼウスがおおあわててでかけていって彼の雷ていでなんとか馬車の御者をうちお して秩序を回復しなければならなかった。
　「巨人」というのはかならずしも体躯巨大な怪物ということで
はなく、自然の諸力に属する精霊・悪霊のたぐいとみなすほうが適当である。スラブ圏 は「ドラゴン」というの かならずしも蛇体ではなく、 みはずれ 体力と超自然の変化力をもった自然霊であり、 「風」 ども「ドラゴン」で、し て鷲の形のドラゴンなどがいるのである。もちろん、キリスト教化されると、そのもともとの自然霊をあ わ た キリト教のデーモン観 付加され、悪 権化 なり エデンの園蛇もドラゴンだが、その が人体でやってきて人を誘惑するときもドラゴンとよばれ
(
19)、とくに大地、大気、天空をあれく
るう自然の猛威をあらわす とされ ギリシャのティータン、ギガンテスはそれに近い。その代表がチューポンで、ガイアの子だが、のちに奇妙な相似から中国語 台風と同一視される。しかしその前から大気中をあれくるう嵐をあらわし いた。これもしかし人体をとったときはオリュンポスの神々とさちがわない体躯であったようで、ゼウスたちと 戦いは熾烈を
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きわめた。最終的にはエトナ山の下に閉じ込められるが、ゼウスがエトナをつかんでチューポンの上に投げつけたというところには、本物の巨人たちの戦いの様子もうかがえる。このばあいはゼウスもあまり知恵をはたらかした様子はなく、暴力で暴力にたちむかったようである。ガイアが生み出したものたちには暴力で制圧するというのがゼウスの原則だった。チューポンをオリュンポス 呼んで懐柔したとか、諄々と道理をといてきかせたとか、あるいは取引をし という話はなく、最初から暴力をもってあばれまわる巨人 有無を わさず暴力で制圧する。
　そのあとのギガンテスたちとの戦いは結局は大地女神ガイア
との代理戦争であったと思われる
(
20)。クロノス族がどちらか
というと天空や大気中の自然力だったとすると
(
21)、まず海の
神々はそれとは距離 おいてい ようであり、 た一応ポセドンが海をとりしきる役 していた。しかし大地とその奥底については、ゼウスの支配のおよばな ところだった。ガイアそのものもゼウスに服するつもりはな っ ろう。オリュンポスの神々は、彼らの支配権 およばない自然の神々に世界の外延をとりまかれていたのである。そのひとつとして大地のガイアとその子どもたちが反旗をひるがえした。 えば地震や山崩れをひきおこす。ギリシャ神話では地震 神 いうものは想定されておらず、当然、大地の底に そむ神々が 地をふるわせるとさ ていたのだろう
(
22)。
　大地はガイアであり、ウラノスとともに最初にうまれた万物
の母で
(
23)、ゼウスなどの威令にしたがうつもりは毛頭ない。
ゼウスは死の国の支配をハデスにゆだねた 、ギリシャでは死
者の国はかならずしも地下ではなかった。火葬の習慣があり、土葬もあったが、死者がすべて地下へほおむられたわけではなかった。とくに選ばれた死者はエリュシオンの野に赴いたが、これはけっして地下の暗い世界ではなく、陽光 さんさんとふりそそぐ楽園である
(
24)。地上と平行か、あるいはそれよりす
こし高いところではないかとおもわれる。ハデスの国も地獄の川アケロンをわたってゆ が、パティニールの絵などをみればわかるとおり、この川は茫洋たる大河で、海とも言っていいようなものだった。すなわち死 世界は水 ないし海 か たに想定されていたのである。それにた して 地下はガイアの懐であり、さらにその下にタルタロスが これは神々のうちしたがわぬものをとじ めておく牢獄で 死の国ではなかた
(
25)。
　そしてこの地下世界についてはゼウスは支配権はおろか想像
もおよばなかったのである
(
26)。もうひとつ彼には想像がつか
なかったのは星のかなたで、星空はウラノスそのものだウラノスがクロノス 暴力 天た くお あげられてからはだれひとりウラノスの領域へいけるものはいなかったのだ。クロノスも星を支配することは き かっ し、ゼ スはなおさらである。雷をもって空をかけると って 大気圏で、せいぜいオリュンポス山の高さ程度である
(
27)。星ははるかにとおかっ
た。そこで天空も地下も海底もそっとしておいて、地上 世界にだけ秩序をあたえようとした。そ 地上の世界へ地下や海底の妖怪が顔をだせば大騒ぎになった。 れがギガントマキアである。 これはのちにアマゾンたちと戦うアマゾマキアやペルシャ
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戦争などとおなじ、異種との戦いだった。
　北欧ではそれをラグナレクと呼ぶ。終末の神話とも神々のた
そがれとも呼ぶが、別にそれで世界が終わるわけではなく、森林が極相において倒壊し、そこからあらたな樹林が形成されてくるように、破壊のあ には再生があるのである。しかしそこでとくにアース神族にたいしてたちあがってき ものは、フェンリル狼であり、ミッドガルド蛇であり、火の神スルトで、これは火山であろうとさ 、現実に大噴火をおこした火山の記憶であろうともされる
(
ヴァルター・ハンゼン
) 。また大寒気も
ふきこんできた いう。 こ 参加、 るい 指揮した巨人ちはロキであり、爪の船ナグルファルを操 フリュミル り、また霜の巨人たちである。冥界の女 ヘ 従者たちというのも巨人であろう。地獄の犬ガルムもヘルの一統であろう。火の国ムスペルというのは火山神スルトに率いられた者たちであろうが、かれらが乗ってくる船はロキが やつり、ハンゼンによればロキも火の神であるという。なおヘルはロキ 娘で る。
　ここでは狼、蛇、ロキ、火と、 「悪」や災いをあらわすものが
そろって出てくるが、霜の巨人というのが示唆的である。世界の最初にいた巨人で、オーディンら三兄弟に殺 た ずである。それが復活したにしろ そ 子孫 にしろ、同じ のがあらわれることは、要するに終末がまた始まり ことをあらわしている。世界最初の巨人は盤古など おなじく、世界と同じ巨大さをもって るはずだが、神話 なかで ただの人間とおなじ寸法で登場する。ギリシャでも北欧でも
｢ 巨人
｣
と
いわれたものは、自然神としては巨大でありうる 、 格神、
あるいは人文神話の登場人物としてはふつうの大きさで、どちらかというと悪をあらわしているとみられる。悪と正義、あるいは混沌と秩序の戦いな である。この最後の戦いがギリシャやメソポタミア、あるいは聖書の洪水神話と同じ意味をもっているなら、 作り直された世界は希望にみちている。たしかに「あたらしい土地」は緑にわき って、果物がたわわにみの 理想郷である。
　アイスランドの神話とゲルマン神話はアイルランドの神話と
大陸ケルトの神話ほどにも異なってい 。そして、アイルランドやアイスランドでか り純粋な形で古い神話が こされたすると、大陸ではさまざまな要素がまざり ってどれがケルトで、どれがそれ以前のもの はっきりしなくなって る。しかしピレネには独自な神話がのこされており、ここでは本当の巨人が活躍する。マルリアーヴ 『ピレネ神話』
(
28)によれば、
その巨人たちの筆頭はプラ・ファルガーという名前で 巨大な釣鐘を軽々とかつぐくらいのこと なんでも かった。洞穴に棲んでいる一つ目の巨人べキュはギリシャ ポリュペモス あろう。つぎはタルタロで、これもギリシャ タルタロスの主を思わせるが、昔話の主人公として 「タルタロ 指輪」としてかなり独自な働き する。キュクロペスとも性格を共通するところがあるが、鍛冶師でふ ぎな指輪をつくるのである。そをはめるとタルタロがやってくる。袋 中に指輪をなげこむとタルタロも袋に飛び込 つかまってしまう。もっと有名なのはバサ・ジョーヌで、山の高いところの洞穴に棲んでいる。巨大な野生人で、 全身ふさふさした毛で覆われている。 彼にはバサ・
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アンデレとよぶ女房がいる。ただし、それほどの巨人ではない。もうひとつ示唆的なのは、 『ロランの歌』で有名なロランがピレネの村人の間では巨人となっていて、巨岩を山のてっぺんへ投げ上げて喜んでいた か、背丈 一五フィートもあったなどという。 （マルリアーヴ、六一頁）
　一般にヨーロッパの神話伝承で言う「巨人」は異界のもので
あっても、 体格が巨大 あるとはかぎらな 。ジェアンとかジャイアントという言葉 「妖精」とか
｢ 妖魔
｣
と同義に使われて
いるば い、異様なも であれば「ジェアン」と言われ 。
｢ 小
人
｣
が地下に住んで、 金属加工や鉱物採取をしているとされるが、
この小人族から巨人が生まれることもある。要するに普通の人間とは違うというだけである。
　神々を造形的にあらわすのに、普通の人間より巨大に表すの
は、 「神」という徴を たえるためで、実際に巨大である はかぎらない。
　もうひとつは、かつて本当におおきな巨人族がいたのが、そ
の種族がだんだん退化してふつうの人間の寸法になったともう。ネルヴァルが言っているのはそれで、気候変動、寒冷化、大洪水などによって地上の神も精霊も人間もみな矮小化したいう。恐竜の化石などをみて先史時代 みな巨大であったとおもうときは、
｢ 退化
｣
したのだと考える。もっともその恐竜たち
が跋扈していた時代は地上では残忍な殺 合 がたえまなく行われていた 彼 考えていた
(
29)。
　ラグナレクでは、 「退化」した種族がすべてほろんで、あた
らしい種族が現れる。しかし、大洪水のときは、それまで生き
ていたもののうち、選ばれたものだけが生き残ってあらたな生命を誕生させる。そしてネルヴァルが依拠した古代の世界についての想像では、大洪水のときに、天空の神々に反抗した精霊たちがピラミッドの中に隠れ、洪水がおさまってから地上に出てみたが、地上は洪水 あとの泥土が腐った 気を発していて、ピラミッドの中で生き延びたものたちも、その毒気で健康をそこね、そこから生まれたあたらしい世代はみな青ざめた病身のひよわなもの になったという
(
30)。野生人がたくましい巨
人で、文明人がひよわ あおざめ インテリであるというロマン主義的な末世観があったのだろう。地上 はかつて神々 時代があり、黄金時代 あった。つい最近でも太陽王 栄華の時代があり、あるいはナポレオン 世界に覇をとなえた栄光の時代があった。それにたいし 、その祭りがおわったあとにうまれた世 のものたちには、もはや栄光も勲もありえず 灰色現実がまっているだけだという観念で る 大革命はナポレオンのあとはすぐに王制復古と り、なしくずしに民衆の理想はふみにじられた。一八三〇年にはも いちど、そ 理想を実現しようと、若者が街にでて、いっ き 勝利をかちとった。しかし「栄光」のときはみじかかっ 。三日後に 既存勢力との妥協に るブルジョワ政府 でき 王が「民衆の王」などという欺瞞的な名前で復帰し 。これを
｢ 栄光の三日
｣
といい、
バスチーユ広場には、一七八九年の大革命の記念碑のかわりに、この一八三〇年の青年たち 幻滅の記念碑が七月の 日付を刻して建っている。要するにか らは
｢ 遅れてきた青年たち
｣
だった。 かがやかしいこと、 壮大なことはかれらには無縁だった。
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皇帝とともにヨーロッパをかけめぐったかれらの父親たちは、いま失意の傷痍軍人として暖炉ばたにうずくまっている。その子どもの世代はすばらしいものはなにもなく、パリにはくらい雲が垂れ込め、つめたい風がふきすさぶ。人はみな背をかがめて地面に目をおとして家路をいそいでいる。かつての英雄たちのように昂然とかしらをあげ、理想をかかげてヨーロッパをかけめぐったおもかげはない。巨人の時代がおわって、で 坊の時代がきたのである。
　あたらしい時代はもちろんキリスト教の時代だった。キリス
ト教、あるいは聖書でも、ゴリアテなど、異教徒たちを巨人としてあらわす例がすくなくない。 れ エホバに戦 を どみ、貪欲な食欲であらゆるものをむさぼりくう。そこで神 これを抹殺する（ルクトゥ） 。ドイツで 「森 猿」 （
W
altaff
e ）と
いう言い方をされることもある ロテル王の叙事詩で出てくるヴィドルトという巨人は怒りくる て盾に みついて火花をほとばしりださせる。ま で熊戦士ベルセルク である。かれらは獣の皮をまとい、動物のような叫び声をあげる。中世の北欧では民間伝承の巨人でトロールがい 。この巨人たちは魔法をつかい、変身ができる。六本腕、八本腕ということ ある。
　ストーンヘンジなどの巨石遺構は巨人の仕業だともいわれる。
神が巨人をつくったのは、 ラゴンと戦わせるためだったとH
elden B
uch
にある。
　中世の騎士物語でも巨人は悪の権化として出てくる。棍棒を
もった野生人のように描かれることもあるが キリストの教え
に服さない山賊のかしらのように描かれることもある
(
31)。体
格的には大男であっても人間の範疇をこえ わけではない。キリスト教の騎士たちが対決 た異種としてはサラセン人と呼んだイスラム 徒もい
(
32)。昔話では悪魔、サラセン人、魔法
使い、巨人、そして地域によってはドラゴンがほとんど同じだった。おおむね血のめぐりがわるいとされるが、サラセン人のばあいは魔法をつかうとされており、け て
｢ おろか
｣
という
わけではなかった。体がおおき ほかに色が黒いとされる とがおおかった。これはアラビアの物語 もジンという がおおむね大男で、それも黒い肌をしていることがおおいのと対応しているかもしれない のあたりへくると、もはや自然の力をあらわした自然神ではなくなってくる。異種、異教徒である。そしてその異族なる「巨人」にた しては「容赦 残忍さ」が発揮されたのである。これ 騎士道物語でも同じで、騎士たちは騎士道にのっとって相手を尊重しながら礼儀ただし 戦いをし、倒れたものに止めをさすよう ことは かなったが 「巨人」が相手だと容赦はなか た。その「巨人」 異族だ のである。同族集団は異族を撃退す ために暴力にたよった 言葉も通じないし、そもそも森を出てから すべてのものが敵だった。見知らぬものがやってく ば夷敵の襲撃だと思った。異類同士のであいがただ に殺し合い、戦争に った 、ケンタウロス族とラピテウス族の戦いでも描かれ 。自然に対抗して戦う人間は同類と連携・協 して力を増すかわりに、 同類をものいわぬ自然の諸力とおなじにみな 、問答無用で打ちかかったのである。自然の中で っとも弱い一本の葦 人
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間は武器を手にして自然と動物たちの主になったつもりでいた。彼にはおなじ様子を 、やはり自然の主であると称している同類が気にいらなかった。その似たもの同士をみかけると、反射的に武器をふりあげ、残忍な戦に突入し 。人間の神話はギガントマキアで じまりラグナレクで終わるなら、それは戦争で始まり戦争でおわる神話だった。巨人時代という が、神話の太古の時代であるなら、それは絶えざる戦の時代だった。註(
1) 大林太良は『神話の話』 （講談社、一九七九年）のなかで、巨人神話は巨人の死の神話であり、世界巨人が死んで天地万物をその死体から創造するのだという。本論では世界創造についてはこの見地を取ら い。
(
2) もっとも有名なものがペルガモンの神殿の大祭壇壁面浮き彫りである。ペルガモン人の異邦の民（ガラテア人）に対する戦いをギガントマキアになぞらえて描いた される 人類の美術・ギリシャ・アルカイク』新潮社、一九七〇年） 。現在はドイツのベルリン国立博物館にうつされている。ここでは蛇がギガンテス 仲間として描かれているが、かならずしもギガンテスたちが蛇 下半身をもっているようにはみえない。 『人類の美術』 （シャルボノー）では、巨人たちの足がそれぞれ蛇 なりその先に蛇のあたまがついているのだと説明するが、破損がはなはだしく、はっきりそう断定できない。下半身が明らかに蛇にな ものもあるが、そ ばあいは蛇の尻尾でおわっていて、ア ネ 盾にかみついている蛇は巨人たちとは別だともみられるのである。なお、その戦い 様子をシャルボノーは「氏族同士 決戦につき のの容赦 残忍さ」表現する。ギリシャでも戦士 名誉がたっとばれ、地にたおれた敵 殺
さないといった規則があったが、たしかにここではそのような手加減はみられ 。氏族同士というより、むしろ異族との戦いで 残忍さではないだろうか。アマゾンとの戦いでも倒れ ペンテシレイアに止めをすのは、戦士の礼儀にはそむいて る。デルポイのシフリス人の宝庫ではギガンテスたちは蛇身で 描かれていない。
(
3) ギガンテス 描写では剛力で、お ろしい様子をしており、髪の毛がさかだっており（鬣がはえている うこともある）下半身が蛇である。かれらの中にはアルキュオネーのように母なる大地にふれるたびに力を回復し、不死であるというものもいて（
G
rim
al ） 、これは後にポセイド
ンとガイアの間にうまれるアンタイオスとも共通する性格である
(
4) アポロドーロスでは トマキアの後でガイアが復讐のためにチューポンを生んだとされる。ヘシオド で ティタノマキアのあ チュポエウスが生まれる。
(
5) G
rim
al (D
ictionnaire de la M
ythologie grecque et rom
aine,P
U
F,1951) はヘ
シオドスにしたがって、ティータンをオーケ ノスからクロノスまでの六格、ティータン女神をテチュス、レア以下のやはり六格とし、ヘカトンケイルとキュクロペスの六格は別格としている。しかしこ ティータンから生まれた神々がやはり一二 いるし 水神ポントスとガイアの間にうまれた子とその系列も広義のティータンとみなされ のちにディオニュソスを細切れにして料理 てたべ しまったのもティ タンたちとされており、これはもはや名無しの山野の精霊のよう ある。
(
6) ただし、ゴヤの「わが子をくらうサトゥルヌス」を思い浮 べることもできる。画家の想像ではクロノス＝サトゥルヌ は山々のうえに上半身をあらわした巨人としてあらわさ る。
(
7) それに最初の巨人族（ティータン）が神々であったというたしかな証拠
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もない。混沌から天と地がうまれたとしても、それが「神」であったかどうか疑問だし、大地ガイア みだしたギガンテスたちは機能、役割のはっきりしない怪物たちである。
(
8) このばあいの 「神」 がは して 「神」 かどうかやはり疑問であろう。オリュンポス 神々はたとえばトロイ戦争のときなど地上の出来事に介入するし、怪物を送って人をこらしめたり、人が犠牲を捧げて祈ればそれなりの神慮をしめしたりもする。しか アトラス トロイの戦場へあらわたということはないし、アトラスに人 犠牲をささげてなにごと を祈るということもない。ちなみにアトラスはのちに彼の名前をとってよばれるようになるアトラス山と同一視される。また もとも は自由 うごきまわ 神で、ギガントマキアにお てはギガンテス側でたたかったが、戦い終 って、ゼウスによって天の柱にしばりつけられて まったともいう。
(
9) ウラノスは男根をそなえ 人体の神 てガイアとまじわったが クロノスによって去勢さ と、人体を捨てて、天空にしりぞいて、物質としての天空になってしまう。神では く自然になる 見られる。人間の姿の神としては殺されたのであ 。
(
10) ヴァルター・ハンゼン『アスガルドの秘密』東海大学出版会、 二〇〇四年
(
11) ダイダラボッチ伝承は東京の代田などにみられるよ に東国の伝承だが、大男伝承はどこにでもある。 お、 「もの け姫」 で森の神 「 神」 デイダラボッチ」と呼ん いる。桜井徳太郎編『民間伝承辞典』東京堂では「天地創造の神だった」 （宮田登）とする。 た柴田弘武は「ダイダラ坊 タタラ男」とする（ 『風と火の古代史』彩流社、一九九二年。 ）
(
12) アルプスやピレネーの山岳地帯では山中に巨人が住んで るとい 伝承がおおく、きびしい自然 なかでは普通の人間 住むことが き か
わりに、巨人や小人がいると想像されたものであろうが、また、キリスト教によって教化される以前の未開社会では巨人が大手をふって生きていたという想像もあり、山の中にはキリスト教、あるいは文明 つたわらず、未開の野蛮な人間が生息していたとも想像されていたよ で 「雪男」などにもつらなるところだろう。
(
13) L
e C
arnaval traditonnel en W
allonie, V
ille de B
inche, 1962.
　ピカルディ
ではガヤン、フランドルではルーズなどと呼ぶ。ゴリアテと呼ぶ土地もある。いずれも夫婦であらわされ、カーニヴァルに登場する。
(
14) 拙訳『不思議な愛の物語』 （ちくま文庫）
(
15) 同書におさめた「粉やと鵞鳥の物語」では 主人公がいなくなった女房をさがし でかけて、 「風のおっかあ」 ところで、大男の子ども ちに会い、一緒 風にのって飛んでゆく。 「風 お かあ」はふつう三人の巨人の息子をもっていて、それぞれ、北風、東風、南風などである。これが人間をみると取 て食おうとする。人食いの巨人である。風を擬人化した神話の名残であろう。 「風のおっかあ」については拙著『空と海の神話学』二〇〇八年参照。
(
16) 大林太良ほか『世界の神話をどう読む 』青土社、一九九八年。
(
17) ギガンテスたちが打ち破られたのでガイアが憤 、復讐のためにタルタロスとまじわって怪物チューポン 生んだとも言 。いず にしてウラノス族 の戦いのあとは、ガイアの たちとの戦いだった。ウラノスの子もガイアが産んだ だが、ギ ンテスやチューポンはガイアが人で生んだともいい、或いはタルタロスと 間といっても、大地 一部がタルタロス から、自己性愛 ようなものだっ 。ギ ンテスもウラノスの血がしたたってガイアをはらませたというが、これも 一人で生んだといってもよ っただろう。すなわち ゼウスは天空の子た
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ちとの戦いのあとで大地の子たちと戦ったのである。ガイアはほかに水神ポントスとの間に海神たちを生んだ（アポロドーロス）が、これはゼウスと覇権をあらそうこ はしなかっ 。ちなみにチューポンは頭が星空にとどくほどの巨人であったという（カトリーヌ・サレス
C
atherine 
Salles, L
a m
ythologie grecque et rom
aine, H
achette, 2003 ）
(
18) ただしオーケアノスはクロノス 側につくことを拒否してい （
G
rim
al ）
(
19) 北欧の巨人たちもキリ ト教化してデーモンになっていったと う ルクトゥ） 。
(
20) 大地母神のガイアが自身凶暴な女神で、そ 暴力をギガンテスやチューポンといった子どもたちがあらわしているともみられる。地震や噴火をおこす大地の暴力と、死と再生の女神 して 飲み込むものの恐ろしさを本来、 女神がもっている。暴力 もと 女神について 拙論「暴力神の系譜」 『暴力の発生と連鎖』人文書院、二〇〇八年参照。
(
21) P
ierre G
rim
al R
écits et légendes de lO
lym
pe,  L
arousse, 2008 は、ウラノ
スの子はオーケアノス以外はおおむね空の性格を った日月などであると見る。
(
22) ホメロスではポセイドンが地震をひき こす神という表現をされるが、自然現象のもと 単一ではなかったろうし、また解釈はさまざまであった。
(
23) あるいはガイアが最初にうまれてウラ 産んだとも う
(
24) 北欧では戦場でたおれた戦士は天空の城ヴァルハラに導かれた。これも高みにある死者の国である。
(
25) ただし解釈はさまざま 、ヘシオドスで ハデスは「地の下 死者」を支配するといい、 ハデスはタルタロ 「もっとむこうに」 ある されこれは土葬と火葬の習俗のちがいにもよろう。ギリシャでも時代によっ
て、また地域によって土葬あるいは火葬だった。アテナイの英雄がはなばなしく戦場で死ぬときは火 だったが、田舎の人や庶民は土葬だった。
(
26) もっともティータンとの戦いに際してタルタロスからヘカトンケ ルらを救い出したが、これは大地母神ガイアの示唆によるも で、たぶんタルタロスの番人カムペを殺す手引きをしたの ろう。その後、ティータンたちをタルタロスへ幽閉したときは、そのヘカトンケイルに番をさせることにした。つまり、ゼウスの支配権 タルタロスの入り口の戸締りにかぎられてい ようだ。
(
27) ホメーロスではゼウスの枕詞 し 「群雲をかき せる」という表現がされる。かなり低空の雲間に住まう神である。
(
28) M
arliave, O
livier, et Pertuzé, Jean C
laude, Panthéon P
yrénéen,
L
oubatierre, 1990
(
29) 『オーレリア』のなかの想像で、 怪獣やドラゴンたちが食い合い、 殺しあっている古代の夢がえがかれる。
(
30) ネルヴァル「ピラミッド」 『東方の旅』
(
31) Perceval が戦う
 O
rgeuilleux de la L
ande 　などはその典型であろうが、
かならずしも「巨人」とはいわ ない。
(
32) 『ロランの歌』でも形成不利とみたサラセン人たちが「アラビアの巨人」の助勢をたのもうと言う。
（しのだ
 ちわき・比較文学／ヨーロッパ神話研究）
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